
麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

伊東　良輔

介護実習普及センター　９年
独立型社会福祉士事務所　7年

2単位

２０２２年度

時間数

実施時期

30時間

後期

〇 50%

目標

社会福祉士として福祉を学ぶ意義を自らの言葉で説明することができる。

社会福祉に関する基礎的知識を身に着け、実践現場で活躍できるようになる。

社会人として必要な態度や言葉遣いを意識できるようになる。

授業外学修指示

授業項目・内容 授業外学修指示

①介護保険制度にかかわる組織とその役割

①障害者福祉施策のゆくえ

授業外学修指示

科目名 社会福祉の原理と政策Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ミネルヴァ書房　社会福祉の原理と政策

①人々の人権を擁護する制度(2)

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
社会福祉の基本を学び、日本・海外の福祉の成立過程を知ることで現代社会の福祉の本質を考える。
ソーシャルワークの原理・原則について知る。

学習目標
（到達目標）

①障害者自立支援制度のしくみ(2) 授業外学修指示

①障害者自立支援制度にかかわる組織と役割(1) 授業外学修指示

①障害者自立支援制度にかかわる組織と役割(2) 授業外学修指示

担当者実務経験

①医療にかかわる法と諸施策 授業外学修指示

①生活を支える諸制度のあらまし 授業外学修指示

50%

①高齢者・障害者の住生活を支援する制度 授業外学修指示

①人々の人権を擁護する制度(1) 授業外学修指示

授業外学修指示

①保健医療にかかわる諸施策

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

授業外学修指示

①介護保険制度のゆくえ 授業外学修指示

①障害者の自立 授業外学修指示

①障害者自立支援制度創設の目的と動向 授業外学修指示

①障害者自立支援制度のしくみ(1) 授業外学修指示

履修上の注意

評価方法

授業参加態度、期末試験の結果から総合的に理解度を評価する

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 〇

授業態度



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

回数

1
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9
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予習資料配布

授業項目・内容 授業外学修指示

第5章ソーシャルワーカーの倫理

担当者実務経験

西村明洋

高齢者施設　社会福祉士として勤務

2単位

２０２２年度

時間数

実施時期

３０時間

後期

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

15%

〇

科目名 ソーシャルワークの基盤と専門職(社会専門）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

グループワーク・発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ソーシャルワークの基盤と専門職（中央法規出版）

第8章総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要

福祉の相談援助現場での社会福祉士、ソーシャルワーカーの役割や意義を理解を深める。ソーシャルワーク
の概念の歴史的発展過程を学び、実践的なソーシャルワークのために必要な専門的な知識・倫理などについ
ても理解を深める、包括的支援法について教授する。現在の社会的問題について関心を高め、今必要とされ
るソーシャルワークの役割について知る。

目標

ソーシャルワークの方法と技術について、様々な場面での援助方法を学び、説明できる

権利擁護や倫理観について事例などをもとに理解を深め、内容を説明できる

多職種連携の重要性について理解をし、様々な職種との関わりを説明できる

学習目標
（到達目標）

第6章ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲 予習資料配布

第7章ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク 予習資料配布

第7章ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク 予習資料配布

第7章ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク

予習資料配布

第8章総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容 予習資料配布

予習資料配布

第8章総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容

予習資料配布

第5章ソーシャルワーカーの倫理 予習資料配布

第5章ソーシャルワーカーの倫理 予習資料配布

第6章ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲 予習資料配布

第6章ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲 予習資料配布

専門職としての具体的な職務内容について学び、具体的に説明ができる

ソーシャルワーカーとしての倫理観と権利擁護について内容を理解し説明ができる

ソーシャルワークの今　～活躍する専門家から学ぶ～ 外部出前講座

ソーシャルワークの今　～職能団体から学ぶ～ 外部出前講座

70%

後期の振り返り及び確認

履修上の注意 出席が３分の２に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

①宿題やレポートを数回実施する。②定期テスト（筆記）を実施する。③出席や授業への関心・意欲・態度などを
勘案し評価する。成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）と
する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

宿題・レポート ◎ ◎ ◎ 15%

〇 ◎ ◎



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1
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30

履修上の注意
毎回のレポート課題の提出期限を指示する。期限厳守で提出すること。

1/3以上の出席がない場合は単位を与えることができない。

出席状況 ◎ ○ 20%

授業態度・発表内容 ◎ ◎ ◎ ◎ 40%

事例検討①（数種類の事例をもとに支援内容について検討する） PPTなど発表資料作成

事例検討発表会 作成した資料の印刷など

振り返りまとめ 配布プリントを読んでおくこと

評価方法

（1）定期テストは実施しないが、演習記録やレポートの提出状況、授業に対する意欲等を評価する。

成績評価評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート・演習記録 ◎ ○ 40%

授業計画

施設見学振り返り学習②/利用者との関わりについて振り返り 配布プリントを読んでおくこと

自主実習④（福祉現場を体験しよう）事前学習 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

コミュニケーション演習②言語非言語的コミュニケーションGW 配布プリントを読んでおくこと

コミュニケーション演習②言語非言語的コミュニケーションGW 配布プリントを読んでおくこと

自主実習①（福祉現場を体験しよう）現場実習 配布プリントを読んでおくこと

自主実習①（福祉現場を体験しよう）現場実習 配布プリントを読んでおくこと

事例検討①（数種類の事例をもとに支援内容について検討する） 配布プリントを読んでおくこと

担当者実務経験

馬場　一美

居宅介護支援事業所にて相談員として勤務

4単位

2022年度

時間数

実施時期

60時間

後期

目標
SWの実際や高齢者の特徴を体験を通して理解する。

基本的な介護技術を学び、注意点について演習を通して理解し、実践できる。

実習の記録作成の前段階として、授業レポートを作成でき、期限通りに提出することができる。

ソーシャルワークの展開過程についてより深め、相談援助の専門性について実践的に習得することができる。

配布プリントを読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

夏季休暇中の自主実習振り返り① 活動報告書を準備しておく

夏季休暇中の自主実習振り返り② 活動報告書を準備しておく

自主実習振り返り学習①(ミニ報告会準備）

配布された事例を読んでおくこと

コミュニケーション演習①言語非言語的コミュニケーション事例検討

外部研修/地域福祉におけるSW業務について（事前準備） 配布プリントを読んでおくこと

外部研修/地域福祉におけるSW業務について（講演会参加） 指定テキストを読んでおくこと

外部研修/地域福祉におけるSW業務について（振り返り） 指定テキストを読んでおくこと

SW実習の実際から援助について学ぶ（報告会参加）

指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

自主実習①（福祉現場を体験しよう）事前学習 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

自主実習②（福祉現場を体験しよう）事前学習 配布プリントを読んでおくこと

自主実習③（福祉現場を体験しよう）事前学習 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

事例検討①（数種類の事例をもとに支援内容について検討する）

PPTなど発表資料作成

自主実習振り返り学習②(ミニ報告会準備） PPTなど発表資料作成

自主実習　ミニ報告会① 作成した資料の印刷など

自主実習　ミニ報告会② 作成した資料の印刷など

科目名 ソーシャルワーク演習（社会専門Ⅰ）                         
科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
本演習は「ソーシャルワーク演習」で議論・考察してきた内容をふまえ、まずはその具体的な展開について理解・把握していくことになる。
その上で、現場での応用を見据え、さまざまな事例を通して、利用者がその有する能力に応じて尊厳を持った自立生活を営むことができる
よう、総合的かつ包括的に援助していくソーシャルワーカーの役割について理解を深めることをめざす。

学習目標
（到達目標）

・株式会社みらい　「ソーシャルワーク演習ワークブック」

・中央法規出版株式会社　「相談援助演習教員テキスト」

SW実習の実際から援助について学ぶ（報告会参加） 指定テキストを読んでおくこと

配布プリントを読んでおくこと

コミュニケーション演習①言語非言語的コミュニケーションGW

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： ○ 実習： 実技： ○

高齢者とその家族への相談援助（居宅介護・施設介護） 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

障害者とその家族への相談援助 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと

児童とその家族への相談援助 指定テキスト及び配布プリントを読んでおくこと



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◯

◯

◯

◯

◯

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 ２/３以下の出席状況にて、単位習得不可とする。

評価方法

ゼミに臨む姿勢、態度が第一優先とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

出席状況

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 〇 実習： 〇 実技：

グループ内でのレクリエーション

グループ内でのレクリエーション

グループ内でのレクリエーション

グループ内でのレクリエーション

○ 100%

科目名 交流ゼミⅠ-②

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
福祉心理科の全学年の学生を混合し、グループを編成。そのグループ内で学年を超えた交流を図る。最終的
には、当科で実施する「交流会」に向けての準備を行うことができる。

学習目標
（到達目標）

グループ内でのレクリエーション

グループ内でのレクリエーション

グループ内でのレクリエーション

担当者実務経験

森田康雅

居宅介護支援事業所にて相談員

1単位

２０２２年度

時間数

実施時期

16時間

後期

目標

積極的な姿勢を持って、他学年の学生やグループ内の学生とコミュニケーションを図ることができる。

物事の段取りを修正しながら、臨機応変な対応を行いつつも計画的に行事を実行することができる。

物怖じすることなく、積極的にレクリエーションに参加することができる。

グループの中心となり、レクリエーションを企画・運営することができる。

人間同士の関わりの中で、人間関係の調整を図ることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

グループ内の自己紹介・他己紹介



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験(筆記)の受験資格を与えない。

評価方法

(1)手話発表(演習)を実施する。(2)定期試験(筆記)を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S(90点以上)・A(80点以上)・B(70点以上)・Ｃ(60点以上)・Ｄ(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

表現発表(実技)

定期試験(筆記) ◎ ○ 80%

手話単語の成り立ち / 主な名詞①の手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

自己紹介表現(1) 復習

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

授業で扱うテーマを参照し、予習したことをノートにま
とめること(0.5時間)

手話とろう者 / 指文字表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

ろう教育 / 数字手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

聴覚障がい者の生活上の不便な点 / 自己紹介・挨拶の手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

ろう者の職業 / 人間関係の手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

自己紹介表現(2) 演習評価 / 趣味の手話表現 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと（0.5時間）

聴覚障がい者とコミュニケーション手段 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

◎ 20%

感想文作成 / 正試験出題範囲の説明 / 指文字表現復習 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと（0.5時間）

科目名 手話

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「新・手話ハンドブック」　三省堂

聴覚障がい者と接する際の心構え / 主な名詞②の手話表現

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
聴覚障がいは、コミュニケーション問題に始まるが、手話は長い間、好奇と異端の目でみられ、ろう教育現場における手話
排除という事情も加わって、聴覚障がいに対する認識は、手話蔑視の思想が先行し、聴覚障がいそのものへの認識が後
からついてきた観がある。聴覚障がい者についてを理解し、スムーズにコミュニケーションを図れる事を目指す。

学習目標
（到達目標）

ろう者への情報保障 / 年月・日時の手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

ろう者とのコミュニケーション保障 / 聴覚障害者生活について 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

聴覚に障がいがおきる仕組み / 場所の手話表現 教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

担当者実務経験

井形　美子

手話奉仕員養成講座講師歴20年(現在も講師と
して活動中)

２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

聴覚障がい者と「見ることば」としての手話を学び、手話の特徴を選択することができる。

聞こえない人の呼称とコミュニケーション手段を説明することができる。

耳の構造を学び、聴力低下になることと障がいになる原因を説明することができる。

聴覚障がい者についてを意欲的に配慮することができる。

手話で自己紹介を表現することができる。

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

手話を効果的に学ぶために / 授業の際に必要な挨拶の手話表現

手話の歴史 / 仕事の手話表現

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと（0.5時間）



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

個人への事前評価を基に、利用者の課題解決に向けた援助行動ができる。

集団も個人の集まりであることを理解し、生活の快を追求するための集団援助ができる。

身の回りにあるレクリエーションのための社会資源を10以上あげることができる。

レクリエーション支援の実施　総合演習１ 援助技術の向上という視点で評価シートの作成

レクリエーション支援の実施　総合演習２ 援助技術の向上という視点で評価シートの作成

40%

まとめ　完成版　レクリエーション活動プログラムの作成 まなんだこと・振り返りを基に官営版プログラムを作
成完成させることができるよう準備しておく

テキスト・教材
参考図書

プリントによる資料配付

レクリエーション支援プログラムの立案方法

レクリエーション活動の体験　個人援助 資料を読み、復習をしておく

10%

◎

資料を読み、復習をしておく

自分の想定する対象者で立案・考察する

レクリエーション活動の習得　CSSプロセス

レクリエーション活動の習得　歌・音楽にあわせた身体活動 資料を読み、復習をしておく

資料を読み、復習をしておく

〇

資料を読み、復習をしておく

レクリエーション支援の方法４活動のアレンジ方法 資料を読み、復習をしておく

目標

レクリエーションが特定の人や時間に限定されるのではなく人権であることを知る。

人によって異なる心や体の課題を理解し、個々人に対し利用者分析を行うことができる。

レクリエーションとは　意義・支援の目的

科目名 レクリエーション

科目名（英） recreation

単位数 担当者

実施年度

授業項目・内容 授業外学修指示

担当者実務経験

波多江磨里子

準上級レクリエーションインストラクター

2単位

対象学科・学年 福祉心理科　　1年

授業概要
人間は「自分らしく、より心地よく生きていきたい」と願う生き物である。その「願い」を実現するための『援助者』として、保健
体育やレクリエーションの意義・役割を理解し、知識を学び、被援助者に適切な保健体育・レクリエーションの機会を提供す
ることができるよう　事前評価ー計画ー実施ー再評価の方法や，活動分析、アクティビティのアレンジについて知る。

学習目標
（到達目標）

授業形式

授業計画

２０２２年度

時間数

実施時期

30時間

後期

20%

◎ ◎ 〇

レクリエーション支援プログラムの立案

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技： △

資料を読み、復習をしておく

福祉分野におけるレクリエーション援助過程 資料を読み、復習をしておく

アセスメントと目標設定 資料を読み、復習をしておく

レクリエーション支援の方法１ホスピタリティ 資料を読み、復習をしておく

実技試験

レクリエーション支援の方法３活動力分析

◎ 〇 30%

レクリエーション支援の方法２アイスブレイキング 資料を読み、復習をしておく

履修上の注意
出席が2/3に満たない者は　評価対象外とする。　/　実技・演習・グループワーク等に積極的に参画していな
い場合は減点の対象になります/　調べたり考察が必要な宿題もあります。前向きに努力してください。

評価方法

定期試験を実施する。60点未満は再試。なお出席が2/3に満たない場合は定期試験は受けられない。/　成績評価基準はA
（80点以上）B（70点以上）C（60点以上）D（59点以下）　./実技・演習・グループワークの意欲・参画態度も考慮し前後期総合的
に評価します。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

テスト ○

宿題・レポート ○ ◎

発表・作品



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
・わからないことは質問して授業内で解決できない場合は復習して次の授業に臨みましょう。
・出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格はありません。

評価方法

20%グループ発表 ◎ ○

20%

演習 ◎ ○ 10%

中間テスト ◎

評価割合

定期試験 ◎ 50%

定期試験
テキストおよび講師配布レジュメのポイントを復習
し、理解不足を補っておくこと(1時間)

(1)授業内で演習課題を実施　(2)中間テストを実施　(3)定期試験を実施
以上を、下記の割合で評価する
　成績評価基準は、S(90点以上)・A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

演習(1)-1 ポスター作成
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

演習(3)-3 グループ発表 - 発表スライド作成(2)
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

演習(3)-4 グループ発表 - リハーサル＆調整
指定時間内にプレゼンができるように各自でリハー
サルし、スライドを手直しておくこと(1時間)

演習(3)-5 グループ発表 - 本番、評価
指定時間内にプレゼンができるようにグループでリ
ハーサルし調整しておくこと(1時間)

演習(2) 1分プレゼン＆評価 - 自分をプレゼンしよう
シナリオの台本となる資料の準備や各自の意見を
まとめておくこと(1時間)

演習(3)-1 グループ発表 - ストーリー構成、企画書作成
シナリオの台本となる資料の準備や各自の意見を
まとめておくこと(1時間)

演習(3)-2 グループ発表 - 発表スライド作成(1)
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

学習目標
（到達目標）

目標

PowerPointを活用して、表現力豊かなスライドやA4書類が作成できる

ストーリーを考え、相手に伝わるプレゼンができる

演習課題などに自主的に取り組み理解を深めることができる

テキスト・教材
参考図書

・FOM出版　情報リテラシー 入門編 Windows 10/Office 2019対応

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

ガイダンス、PowerPoint基本操作(1)
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

PowerPoint基本操作(2) 表、グラフ、図、図形の操作
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

演習(1)-2 ポスター作成＆評価
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

中間テスト-これまでの理解度を確認するテストと解説
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

プレゼンを成功させるためのコツを学ぼう
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

PowerPoint基本操作(3) アニメーション効果、リハーサル
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

PowerPoint基本操作(4) マスタースライドの作成と利用
テキストのポイントを復習し、理解不足を補っておく
こと(1時間)

対象学科・学年 福祉心理学科 ・1年

授業概要
プレゼンテーションソフトの代表ともいえるソフト「PowerPoint(通称「パワポ」)」を使い、プレゼン(発表)を成功させるコツ
と、資料づくりから本番の再生までプレゼンをサポートするパワポのさまざまな機能を学修します。また、グループ発表を
行い本科目のまとめを行います。

授業形式 講義： 〇 演習： 〇 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2022年度 実施時期 後期 担当者実務経験 システムエンジニアとして勤務

科目名 情報処理Ⅱ

科目名（英） Information Processing Ⅱ

単位数 2単位 時間数 30時間 担当者 岡部　充子



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

岡山直之

美術家歴35年(現在も活動中）

2単位

２０２２年度

時間数

実施時期

30時間

後期

自分の意見を発言でき他者の意見も聞くことができ、話し合いができる

自分の役割を理解し、全体の中でその役割を果たすことができる

表現作品の制作発表を通して、自分のことを表現できるようになる

表現作品の制作発表を通して、自分自身に自信を持てるようになる

自主練習を促す

授業項目・内容 授業外学修指示

クラス全体で作品を作るにあたってのオリエンテーション

全体通し稽古①

◎

科目名 自己表現Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

制作および練習⑤

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要 表現を通して他者との関係性の構築を学ぶ(クラス全体）

学習目標
（到達目標）

制作および練習②

制作および練習③

制作および練習④

リハーサル②

発表

◎ 50%

振り返り、話し合い、レポート作成

全体通し稽古②

リハーサル①

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 実習： 実技： 〇

表現作品についてイメージする

発表作品に対しての話し合い①

発表作品に対しての話し合い② 役割分担について考えておく

発表作品に対しての話し合い③（役割分担）

制作および練習① 材料や制作に関するものは事前に準備する

目標

履修上の注意 欠席が5回以上になる場合は単位を与えない

評価方法

①作品(表現活動）を作成し発表する
②話し合い、振り返りのレポートを作成する
以上を下記の観点で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート 〇

作品発表 〇 ◎ ◎ ◎ 50%



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇 〇

〇 〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバルシティズンと志

担当者実務経験

森田　康雅

精神科病院にて医療ソーシャルワーカー
として勤務

1単位

２０２２年度

時間数

実施時期

８コマ

後期

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 〇 実習： 実技：

20%

〇

科目名 グローバルシティズンベーシックⅡ

科目名（英） Giobai Citizen Basic

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

GCBⅡ学生用テキスト

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
（１）充実した人生を送る人たちの考え方にたくさん触れる（２）力のあるメッセージにたくさん触れる。（3）歴史
世界の動き、日本の課題、若者の意識などデータや情報と向き合う。（４）先輩やきらすめーとたちの考え・意
識に触れ、自分自身を振り返る。

目標

考えることの大切さを知る。

自分の言葉で伝える大切さを知る。

目標の大切さ、志の大切さを知る。

学習目標
（到達目標）

与えられた一度の人生に感謝し、心高く生きる 振り返りレポート作成

自己の大切さと責任を自覚する 振り返りレポート作成

GCBⅡを受講して、感じたこと、気づいたこと、学んだこと 振り返りレポート作成

振り返りレポート作成

なぜ志を立てることが大切なのか 振り返りレポート作成

自己を知る 振り返りレポート作成

伝える力を学ぶ（１） 振り返りレポート作成

伝える力を学ぶ（２） 振り返りレポート作成

行動する大切さに気づく。

◎ 30%

履修上の注意
レポートの提出期限を守ること　3分の2以上のの出席をすること。授業態度が著しく悪い（居眠りや私語）場合
は出席とみなさない場合もある。成績評価はR評価とする。

評価方法

（１）宿題でレポートを作成し提出する（8回）
（２）グループワークに参加し自分の考えを発現する（グループワーク時）
（３）3分の2以上のの出席をすること。授業態度が著しく悪い（居眠りや私語）場合は出席とみなさない場合もある。
成績評価はR評価とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

宿題・レポート 〇

発表・作品 〇 〇 ◎ 20%

◎



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が3分の2に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

30%ワーク・発表・提出物 ○ ○ ○

評価割合

定期試験 ○ ○

・技法を用いてのロールプレイング　・グループシェアリング　・全
体シェアリング

交流分析とは

・エゴグラムとは　・エゴグラムの作成

交流分析から考える「会話」の分類

・ストロークとは　・条件の有無／否定・肯定のストローク

70%

カウンセリング現場での交流分析の導入

（１）定期（筆記）試験を実施する。（２）授業への参加状況（グループワーク時の発言等）。以上を下記の観点・割
合で評価する。成績評価基準は、S（90点以上）・A（80～89点）・B（７０～79点）・C(60～69点）・D(59点以下）とす
る。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

・オリエンテーション　・心理カウンセリングとは

授業内の傾聴訓練で「自分のこと」を語ることができるよう、ワー
クを通して「自分とは」を自分自身で知る

・技法を用いてのロールプレイング　・グループシェアリング　・全
体シェアリング
・カウンセリングの非言語的技法とは・「場面構成」の方法・「視
線」「表情」「ジェスチャー」「身体接触」「声の質量」
・カウンセリングの非言語的技法とは・「服装」「座り方」「時間厳
守」「言葉遣い」

「自分を知る」①　のグループシェアリング＆全体シェアリング

・カウンセリングの言語的技法とは・「受容」「繰り返し」「明確化」
とは

・「支持」「質問」「」とは

・エゴグラムのシェアリング

学習目標
（到達目標）

目標

カウンセリングで必要な技法を理解し実践で活用することができる

交流分析のエゴグラムを理解し自己理解を深めることができる

交流分析の会話分析を理解し言語コミュニケーションで活用することができる

交流分析のストローク理論を理解し他者と円滑にかかわることができる

テキスト・教材
参考図書

講師作成ハンドアウト

対象学科・学年 福祉心理学科１年生

授業概要

前期のコミュニケーションワークを踏まえて「心理カウンセリング」の概要を学ぶ。カウンセリングで必要な技法
「受容・共感・傾聴」を実践で使えるよう理解する。また、ロールプレイングで「私を語る」のときに必要となる「自
分自身について」を自身で再確認するとともに、「他者からみられている自分」と「自分が思う自分」の違いを知
り、新たな「自分」の発見を促す。また、「交流分析」を用いて「自分の見える化」・「他者分析」・「会話分析」・「ス
トローク原理」を学ぶことでカウンセリングの理かいを深める。

授業形式 ○ 演習： △ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

キャリアコンサルタント・心理カウンセラー
としてカウンセリング業務に従事

科目名 カウンセリング概論

科目名（英）

単位数 2 時間数 15 担当者 富沢理恵

実施年度 2022年度 実施時期 後期 担当者実務経験



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

担当者実務経験

馬場　一美

居宅介護支援事業所にて相談員

3単位

2022年度

時間数

実施時期

46時間

後期

学習目標
（到達目標）

障害分野の理解③ テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

障害分野の理解④ テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

各専門職との連携のあり方を理解する① テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

授業項目・内容 授業外学修指示

ソーシャルワーク実習とは/学科オリエンテーション

高齢者分野への理解①

障害分野の理解② テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

科目名 ソーシャルワーク実習指導（社会専門Ⅰ）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

高齢者分野への理解③

対象学科・学年 福祉心理学科　1年

授業概要
社会福祉援助専門職として求められる価値、知識、技術を総合的に学習し、実習に備えることが主たる目標で
ある。
高齢者の理解、実習施設の理解を主とし、次年度の相談援助実習Ⅱに繋げていく。

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： △ 実技：

出席状況・態度

◎

ソーシャルワーク位置づけ、ガイドラインの基本的な考え方 テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

ソーシャルワーク業務について理解する テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

障害分野の理解① テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

目標

 ソーシャルワーク実習の意義について説明できる。

 対象者の抱える生活課題や思いを理解する。

 ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術を体得する。

 実習に必要とされる基本的態度を示すことができる。

テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

記録の書き方① テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

高齢者分野への理解② テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

各実習施設の理解①

春期自主実習について① テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

春期自主実習について② テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

介護保険制度について振り返り及びテスト 配布した資料を確認しておくこと

春期自主実習について③

履修上の注意
出席が16回に満たない場合、相談援助実習を実施することができない。
本科目がＤ評価の場合、社会福祉士の受験資格取得不可となる。

評価方法

(1)授業の中で確認テストを実施する。　(2)宿題・レポートを数回実施する。　（3）実習報告会を実施する。以上を
下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 10%

記録の書き方② テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

地域の社会資源について理解する① 配布した資料を確認しておくこと

地域の社会資源について理解する② 配布した資料を確認しておくこと

動機確認と自己評価シートについて テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

認知症高齢者の関わり方について理解する テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

50%

小テスト 〇 ◎ 40%

テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

配属実習について テキストの該当部分を事前に読んで確認しておく

後期授業の振り返り及びSW実習に向けての課題整理 配布した資料を整理しておくこと

課題提出 〇 〇



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)授業の中でミニレポートや小テストを実施する。　(2)グループワークを数回実施する。
(3)定期試験（筆記）を実施する。　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。
※定期試験の解答欄に空欄があった場合は、1つにつき5点の減点とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ○

小テスト・レポート ◎ ○ ○ 15%

◎ ○ ◎

ケアマネジメントの意義・価値について ニュース・新聞等で自治情勢を知る

ニュース・新聞等で自治情勢を知る

認知症とは？　そのケアについて

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

この科目の注意事項を伝えます

知識チェック　解答解説 知識チェック・アンケート

高齢者の支援について　事例検討 ニュース・新聞等で自治情勢を知る

現場で使用する専門用語　実習前に ニュース・新聞等で自治情勢を知る

２０ｘｘ年問題・地域包括支援ケアシステム ニュース・新聞等で自治情勢を知る

権利擁護・高齢者虐待について ニュース・新聞等で自治情勢を知る

命　とは ニュース・新聞等で自治情勢を知る

○ 67%

まとめ　振り返り

科目名 高齢者福祉

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ・発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

※検討中
　○講師作成資料      ○時事話題　　　○介護保険関係資料（公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾈｯﾄﾆｭｰｽ他）

ケアプラン・ケアマネジメントについて

対象学科・学年 福祉心理科　１年

授業概要

1年生で学んだ少子高齢社会の実情やそこにかかわる福祉専門職としての心構えを基礎に、高齢者施設実習を視野に入
れ、より具体的な学びへつなげる。各論というべき介護保険制度について、その理念や成り立ち・介護認定やサービス種
類を知り、ケアプラン作成のプロセスや概念を学ぶことで、他科目の理解へとつなげていく。また、終末期ケアや権利擁護
等、社会福祉士・精神保健福祉士の専門領域について意識することで、人や命の尊さを再確認する。

学習目標
（到達目標）

高齢社会対策基本法　ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの倫理綱領 ニュース・新聞等で自治情勢を知る

介護保険制度のしくみ　その１　制度の概要 ニュース・新聞等で自治情勢を知る

介護保険制度のしくみ　その２　要介護認定の流れ ニュース・新聞等で自治情勢を知る

○ 18%

◎

担当者実務経験

大坪秀生

高齢者施設の立ち上げや
ケアマネジャーとて勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

介護保険制度の成り立ちや実情を知り、考えや意見を述べることができる。

生活の豊かさや平和について考え、相手の立場に立つ・尊厳の保持を意識して過ごすことができる。

高齢者が生きてきた時代を知り、その内容を今後の実習に活かせるようになる。

命の尊さや人権について学び・考え・行動することができる。

専門職としての倫理観や社会に出るための準備・意識づけを行う。

ニュース・新聞等で自治情勢を知る

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション・アンケート記入

介護保険制度のしくみ　その３　サービスの内容・種類

ニュース・新聞等で自治情勢を知る



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ △

○ ○ △

○ △

○ △

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

10%

◎

担当者実務経験

大黒剛

発達臨床心理士

２単位

２０２２年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

教育とは何かを理解し、概要を説明することができる。

学校教育において勉強をする意味は何かを理解し、レポートとして文章にすることができる。

法律や制度、歴史等を理解し、自分の知識を広げることができ、考察力が向上する。

現代の子どもたちの置かれた状況に関心を持ち、自ら調べ、説明することができる。

教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

授業項目・内容 授業外学修指示

「教育」とは？教育を学ぶ意義～イントロダクション

授業の心理学①　　授業学習の種類

自分の性格とはどんな性格か、説明できるようにして
おくこと。

科目名 教育心理学

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

小テスト・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

近大教科書『保育のための教育原理』垂水直樹・金俊華・大間敏行・三木一司著　ミネルヴァ書房

教育評価　　教育評価の種類とその使い道

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要
人間が学校へ行き、勉強をするのは社会性と共に思考力を身につけるためであり、社会福祉の「人財」として求められる｢
問題解決能力｣を培うためには学習して行き続けることが重要であることを理解できるようにする。さらに、教育者になるた
めに自分自身がどのように自分を見つめ、自分を成長に導けば良いかを考えるきっかけとする。

学習目標
（到達目標）

動機付けと学習意欲 モチベーションが下がってやる気が起きない時に、ど
のようにやる気を出すか考えておくこと。

古典的条件付けと学習理論 教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

記憶のメカニズム 忘れたくても忘れられない出来事はないか、エピソー
ドが語れるようにしておくこと。

集団と個人の心理学　自分は他人からどのように見られているか。
自分は他人からどう見られているのか、想像しておく
こと。

日本と世界の教育方法の比較。 欧米諸国と日本の教育の違いについてリサーチして
おくこと。

◎ 70%

まとめ 教科書とノートを熟読して、テストに関する質問を考え
ておくこと。

授業の心理学②　　授業学習の種類つづき 教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

パーソナリティーの理解　性格

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

あなたがこれまで受けた印象的な授業について考え
ておくこと。

教育心理学の歴史と教育方法について。 教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

『伝える動画』　作成オリエンテーション① How to物の動画を探しておくこと。

『伝える動画』　作成オリエンテーション② どのような動画を作成したいか、考えておくこと。

子どもの特徴と学習プログラム（発達心理学的視点） 教科書内の指定されたページを読んでおくこと。

履修上の注意 出席が2/3に満たない場合は、評価の対象としない。レポート2冊を提出しなければ科目試験を受験できない。

評価方法

(1)授業の出席状況。
(2)レポートと調べ学習への取り組み状況と理解度。
(3)科目試験の対象となるため定期試験は行わない。　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

試験 ◎

グループワーク ◎ ◎ ◎ 20%

○ ◎ ◎



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

10%

◎

担当者実務経験

森田康雅

精神科病院にPSWとして勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

精神障害者福祉施策の歴史を理解する

障害者福祉の基本的枠組み（理念・視点・関係性）について理解する

「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解する

精神障害者の社会的立場や処遇内容の変遷をふまえ、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

科目オリエンテーション

国際生活機能分類（ICF）と精神障害

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

科目名 精神保健福祉の原理Ⅰ

科目名（英） Principles of Mental Health and Welfare Ⅰ

単位数 担当者

実施年度

出席状況/受講態度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

最新　精神保健福祉士養成講座　精神保健福祉の原理　中央法規

精神障害の理解と支援にかかわる新たな潮流

対象学科・学年 福祉心理学科1年

授業概要

本科目は、精神保健福祉士として精神障がい者への支援を行うにあたり、その考え方や視点を養うための科
目である。そのため、①日本及び諸外国が精神障がい者を始め、障がい者に対して行ってきた制度・政策の
歴史的変遷、②日本における精神保健福祉に関する現状、③精神障害の捉え方の3点を重点的に講義や調
べ学習を通して学ぶ。

学習目標
（到達目標）

精神障害の「障害特性」② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

精神障害者福祉の歴史的展開① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

精神障害者福祉の歴史的展開② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

日本における排除の歴史と構造② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

日本の社会的障壁をめぐる課題とその支援への取り組み 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

70%

科目まとめ 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

諸外国における排除の歴史とその後の展開 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

日本における排除の歴史と構造①

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

教科書の該当範囲（P.3～8）を事前に読んでおく
こと

障害の捉え方と障害者福祉の理念① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

障害の捉え方と障害者福祉の理念② 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

制度における「精神障害者」の定義 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

精神障害の「障害特性」① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意 5回以上欠課した場合は、①定期試験受験を認めない、また②単位認定（評価）を行わない

評価方法

①　出席率（国家試験受験に基づく法定授業のため出席は10回以上であること）
②　レポート（原則3回を課す、指示された日時までに指定の方法にて提出）　③受講態度
以上を下記の割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

レポート課題 ◎ 20%

◎



麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(１)定期試験（筆記）を実施する。（２）宿題を出す。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

宿題・出席 ○ ○ ◎ 10%

テキストｐ２２～30　本読み

第3章身体構造と心身機能　体表区分と名称　器官系 テキストｐ３２、３３、４７　本読み

骨格系・筋系　構造と機能　骨・関節の疾患 テキストｐ３３、３４、４７、１５１～１５６　本読み

人の成長･発達と老化の特徴を学び、説明することができる。

身体の構造と心身の機能を学び、説明することができる。

代表的な疾病、障害を学び、利用者の状態を理解できる。

医療の現場の状況を理解することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

科目ガイダンス　自己紹介　授業の進め方　　医療と福祉

第1章ライフステージにおける心身の変化と健康課題 テキストｐ２～２０　本読み

第2章健康および疾病の捉え方　健康と疾病の概念　ICF

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

科目名 医学概論

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

新・社会福祉士養成講座（人体の構成と機能及び疾病　）　社会福祉士ナビ　医学一般
からだの事典　国試対策問題集

泌尿器系の構造と機能　腎・泌尿器疾患

対象学科・学年 福祉心理学科　１年

授業概要

少子高齢化の日本の現状において、福祉系職種も適切なソーシャルワーク、ケアマネジメント、地域ケアの
コーディネートによって医療職種との連携が必須となっている。多職種協働を目指すために、この授業では、
医学に関する基本的知識を身につける。

学習目標
（到達目標）

血液　血液を・免疫・アレルギー疾患 テキストｐ４６、５６、１５７～１６２　本読み

循環器系　構造と機能　脳血管疾患・心疾患　① テキストｐ３４～３６、４８、１０８～１２１　本読み

循環器系　構造と機能　脳血管疾患・心疾患　②

目標

○

消化器系の構造と機能　消化器・肝胆膵疾患

テキストｐ４１、４２，５２、１２２～１２８

神経系の構造と機能　神経疾患 テキストｐ４２、４３、１０１～１０７

感覚器系・皮膚の構造と機能　　感覚器系の主な疾患 テキストｐ４４、４５、５５、５６、１６１～１７６

90%

感染症　振り返り テキストｐ９２～１００　２２９、２３０

呼吸器系の構造と機能　呼吸器疾患 テキストｐ３８、４９、５０、１２９～１３７　本読み

テキストｐ３９、５０、138～１４４

内分泌系の構造と機能　内分泌・代謝疾患

テキストｐ３６～３８、４９、１４５～１５０　本読み

担当者実務経験

林田朋子

病院にて看護師として勤務

2単位

２０２１年度

時間数

実施時期

30時間

後期


